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本研究会では困難とされてきたアルミ箔製品からアルミへの再生に挑戦し、技術課題やその解決方法を
調べた。大量に廃棄されている太陽光発電パネル用Alラミ箔の端材を研究対象に選定し、再生アルミ塊を
50kg/hrスケールで調製できるミニプラント炉を設計・築造し、この炉を用いてAlラミ箔から再生Al塊の
回収に至る工程を系統的に調べて、事業化の可能性を検証する事を目的とした。

本研究会において、処理困難とされてきた各種アルミ箔製品のリサイクル事業化の可能性を見出せた。
アルミ箔関連製品は年間約10万トン生産されており、その多くが未だリサイクルされず廃棄物として処分されて
いる。今後は、確立したアルミ箔リサイクル技術を業界標準として世界へ波及させる事が目標である。
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研 究 期 間

公益財団法人福岡県リサイクル総合研究事業化センター

① 当社技術の概要 ② 50kg/hrスケール溶融炉の製作

③ Alラミ箔の溶融実験と結果 ④ 事業性の検証

太陽光発電パネルの製造ではアルミラミネート箔（Alラミ箔）が大量に使用され、その製造工程で発生
する端材は貴重な再生アルミ資源であるものの、サーマルリサイクルやセメント原料等の産業廃棄物とし
て焼却処分されているのが現状である。多くのアルミ製品で再生フローが確立しているように、Alラミ箔
に関しても再生アルミへのリサイクル技術の確立が望まれている。

往復運動型溶融炉の外観


